


要約:平成 7年 1月 1日の ICD-10 発効に伴い、子宮内発育遅延(IUGR)児は身長と体重によ

り small-for-dates 児と light-for-dates 児に分類されるようになった。従来、IUGR 児

は頭囲と体部の proportion により asymmetrical IUGR と symmetrical  IUGR  に分類さ

れてきたが、果たして small-for-dates 児と light-for-dates 児という分類で

asymmetricalIUGR と symmetrical IUGR が鑑別可能かを検討した。その結果、頭囲と身長

のデータのみでは鑑別困難で、頭囲の計測が必要であることが示された。


